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スズ キュ モリ グモ Lycosa suzukii は 大 型 の コモ リグ モ で , か な り 有 名 で あり な が ら , 未だ に 有 
効 学名 を 持た な い 。 各 所 に 散見 され る L. suzukii な る 学名 は わが 国 の 学者 間 に は 通じ る が 命名 規 
約 上 の 条件 を 具備 し て いな いた め 国 際 的 に は 通用 し な い 。 従っ て 今回 スズ キュ モリ グモ を 正式 に 記 
載 す る こと に し た 。 

この クモ が 最初 に 登場 し た 文献 は 片桐 (鈴木 ) 三樹 著 「 次 味 」( 長 野 県 下伊那 理科 会 ) 1934) で 
あり 簡単 な 記載 と 図 (色彩 図 ) が ある が 印刷 が 孔 版 で ある た め 原 記載 と みな され な い 。 次 に 登場 し 
た の が 小松 進 篇 ( 千 国安 之 輔 ほか 執筆 ) の 「 日 本 アル プス 山系 の 胸 昧 」(1941) で , 図 お よび 記載 
が ある が , 記載 者 が 明記 され て いな い の で これ も 原 記 載 と 認め られ な い 。 そ の 後 は 八木 沼 の 「 原 色 
日 本 胸 昧 類 大 図鑑 」 に 原色 図 と 記載 が 掲げ られ た の で 命名 者 は 八木 沼 に な る の で は な か ろ ら か と の 
意見 も 出 た が , この 時 点 で の 命名 規約 の 要求 する 条件 を みた し て いな い の で 八木 治 が 命名 者 と いう 
意見 を 退け て 来 た 。 し か し 考え 方 に よっ て は 成立 し な いで も な い の で 筆者 と て も 心 茸 し い KETC 
あっ た 。 筆者 は すでに Atypus (54), p. 16 に 記し た よら に , 「 博 物 の 友 」 に 記載 が ある と 教え ら 
れ て いた の で , その まま 命名 者 KISHIDA と し て 記述 し た の で ある が , 後に 「 博 物 の 友 」 で は な く 
訂 桐 氏 の 著書 で ある こと を 知っ た 。 こ の まま 放置 し て お く こ と は 取扱 上 明確 を 欠く し , また 巨大 な 
有名 な ュ モ リグ モ に 有効 名 の な いこ と も 困る の で 明確 な 記載 を 残し て お く 必 要 が ある 。 

本 種 の 正式 の 記載 を し よう と 考え て か ら 数 年 経過 し た が , 他 の 何かと シノ ニム 関係 に な ら な いか 
と 慎重 に 調べ て いた た めで ある 。 ゃ も っ と も 本 種 に 該当 し そう な の は ム ナ グロ オオ コモ リグ モ (サン 
ゲ ュ モリ グモ) Lycosa pia Bogs. et STR., 1906 で 雄 の みみ の 記載 で は ある が , 体長 20mm, 腹部 下 
面 黒色 で 黄 褐色 の ふち の ある こと , 腹 背 の 斑紋 な ど 極 め て 似 て いる の で , スズ キュ モリ グモ は これ で 
は な いか と の 名 が 濃厚 で あっ た 。 原 記載 以来 Lycosa pia の 採集 例 の な か っ た こと も この 疑問 を 強 
く し て 来 た 。 事 を 急ぎ 大 胆 に 同定 する な ら ば , お そら く ス ズ キ コモ リグ モ は Lycosa pia の シノ ニム 
に され る お それ は 多分 に あっ た 。 た だ L. pia の 歩 脚 に 明確 な 輪 紋 が ある が スズ キュ モリ グモ に は 
それ が 見 られ な い 点 が , スズ キ を pia に 同定 する こと を ちゅ うち ょ させ て 来 た 。 本 種 と が 2 LOB 
係 を 知る た め に は タイ プ 標本 を 見 る 以外 に な いと 考え , ドイ ッ の GRASSHOFF SECES T 
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Lycosa pid の 標本 を お 借り し た 。 タ イプ は 雄 の 巨大 な クモ で , スズ キュ モリ グモ より 大 きい (体長 
20mm), 一 た ん 乾燥 し た も の らし く , 脚 は ば ぼろぼろ, 腹部 は ちち ん で お り 腹 背 腹 面 の 詳細 な 観察 
は で き な い 。 し か し 幸 な こと に 触 肢 は 左右 と も 健全 で あっ た の で 構造 を 十分 調べ る こと が で きた 。 
その 結末 スズ キュ モリ グモ と 全く 異な る 種 で ある こと を 確認 し た 。 永 年 の 疑問 も 解消 し た の で , ここ 
に スス キュ モリ グ そ を 改め て 記載 する こと に し た 。 学 名 と 和 名 は と も に すでに 知ら れ て いる 従来 の 
も の を その まま 生か すこ と に し た 。 こ うす る こと に よっ て 混乱 は 避け られ る し, 研究 され た 土田 久 
吉 氏 の 意志 を 生か すこ と も で き , また 献 名 を 受け られ た 片 桐 (鈴木 ) 氏 も 浮 ば れる こと で あろ う 。 
本 研究 に 当り , Senckenberg Museum に ある 標本 を わざ わざ 航空 便 で お 送り 下さ っ た GRAS- 
SHOFF 博士 に 心から 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


は Wi 
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Lycosa suzukii n. sp. 
(スズ キ コ モリ グモ も ) 


所 検 標本 : 山形 県 羽黒 町 , 11-X-1951, 6, 興津 伸二 採 (現在 国立 科 博 に 保管 ) ; 山形 県 川西 町 
9-X-1963, ©, 錦 三 郎 採 (Holotype); 岡山 県 真庭 郡 八束 村 , 27-VII-1972, 6 subad., 西川 
BBR; 大 分 県 , VIII-1963, 9, 佐藤 真一 採 : 韓国 大 邸 市 , 5-X-1958, 8, APIE Para- 
type). 

Holotype (9) 体長 18mmz: 頭 胸部 長 8.5mm, 同 幅 長 64mm; 41 20.2mm, 第 2 脚 
18.8 mm, 第 3 脚 17.3mm, 第 4 脚 24.2 mm. 

頭 胸部 は 長 さ 幅 に まさ り 頭 部 両側 平行 , 頭 部 は 低く 両側 傾斜 する 。 浅 い 頸 溝 と 放射 落 が あり 中 
は 長く 深い , 前 列 眼 の 前 端 線 は 端 直 で 後 端 線 は 前 曲 , 前 中 眼 は 前 側 眼 より 著しく 大 きい 。 前列 眼 は 
ほぼ 等 距離 に 並び , その 間隔 は 前 中 服 の 半径 より 小さ い , 第 2 列 は 第 1 列 よ りや や 長い 。 第 2 列 眼 
間 は その 有 眼 の 直径 より や や 短い 。 額 は 前 中 有 眼 径 の 約 1.5 倍 。 上 頼 の 後 革 堤 に 3 歯 あ り , PROD 
は くびれ 長 さ 幅 に まさ る 。… 歩 脚 式 は 4123. 第 1 脚 膝 節 前 側面 に 斜 に 4 本 の 列 が あり , 下面 か ら は 3 
対 の 列 が 並ん で 見 え , その うち 1 対 は 先端 に ある 。 第 1 脚 軸 節 背面 の 基部 近く に 1 本 の 長毛 が あ 
る 。 第 3・4 脚 肥 節 背面 に 基部 と 中 央 部 に 1 本 ずつ 刺 が ある 。 全 脚 服 節 背面 に 2 本 の 刺 が あり , GN 
貴 節 下面 に は 密生 し た 毛 束 が ある 。 B4WORAMILAMOAERL OM SMITH, BERRE LD 
太く 少し 長い 。 何 れ も 末 節 は 短小 , 外 雌 器 は Fig. 3 に 示す 。 

色彩 : 頭 胸部 背面 黒 補色 で 中 央 と 両側 に 白 毛 縦 条 が あり , 側 縁 に も 細い 白色 条 が ある 。 PAR 
褐色 , 放射 溝 に そっ て 黒色 毛 を 三角 形状 に 生じ 未 端 は 切断 状 に 終る 。 背 甲 の 大 部 分 を 占め る 2 RR 
の 前 方 の 褐色 部 に 短 か い 2 KORR (Trochosa に 似る ) が ある 。 EAL RE CHAD Arte 
で 目立つ 。 触 肢 は 椅 赤 色 , TA. TR BBO, 歩 脚 も 濃 黒褐色 で 輸 絞 を 欠く , 腹部 背面 の 心 
臓 斑 は 披針 形 で 黒色 , その 両側 下方 に 斜 に 走る 3 対 の 点 条 が ある 。 後 方 に 黄 白 色 の 細 帯 が 3-4 AY 
ぶ 。 腹部 下面 は 樽 黄色 で か こま れ た 大 き な 濃 黒 円 班 が あり (Fig. 4), その 後 端 近く 方 に 2 (OR 
白 小 斑 が ある 。 外 雌 器 の キチ ン 部 は 赤褐色 。 

Paratype ( ひ ) 体長 11.7 mm; 頭 胸部 長 5.7 mm, 同 幅 長 4.4mm; 第 1 脚 17.1mm, 第 2 脚 
16mm, 第 3 脚 14.6mm: 脚 4 第 20.9mm. 
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体 が 小さ いこ と , 歩 脚 が 少し 淡色 (ELR) で ある こと 以外 各部 の 形態 や 色彩 斑紋 は Holo- 
type と 全く 同じ , 触 肢 は Fig. 1, 2 の 如く で , Lycosa coelestis の それ に 極め て 酷似 する 。 
本 種 の 生態 に 関し て は 小松 敏宏 (1937) の 詳細 な 報 文 が ある 。 


Lycosa suzukii n. sp. 


Fig. 1. male palp, ectal view. Fig. 2. male palp, ventral view. Fig. 3. 
epigynum. Fig. 4. female (holotype), dorsal view. Fig. 5. female, ven- 
tral view. 


Lycosa suzukii n. sp. 
(Japanese name: Suzuki-komorigumo) 


Holotype (2). Kawanishi-chô, Yamagata Prefecture, 9-X-1963, S. Nishiki leg. 

Total length 18 mm ; cephalothorax 8.5mm long, 6.4mm wide; Leg I 20.2 
mm, II 18.8mm, III 17.3mm, IV 24.2 mm. 

Cephalothorax longer than wide, about 17: 13 in ratio. Both sides of 
cephalic part parallel. Head not so elevated, with sloping sides. Curvical 
grooves and radial furrows shallow, while median furrow long and deep. 
First eye row slightly shorter than the second. A line through the lower 
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edges of anterior eyes straight; a line through upper edges procurved. An- 
terior median eyes much larger than the laterals, separated from each other 
by less than the radius and also from laterals by the same distance. Pos- 
terior median eyes separated by slightly less than the diameter. Quadrangle 
formed by posterior eyes wider than long, 20: 13 in ratio. Posterior lateral 
eyes smaller than posterior median eyes, larger than anterior median eyes. 
Clypeus about 1.5 times as long as the diameter of anterior median eye. 
Retromargin of fang furrow armed with three robust teeth. Labium notched 
at base, longer than wide. Leg formula 4・1・2・3. Tib. I with an oblique row 
of four spines on prolateral side and three pairs of spines on venter, of 
which the distal pair on apical end. Tarsus I with a long hair, longer than 
trichobothria, spines and other hairs, on the dorsum near the base. Tib. II 
and IV each with two dorsal spines. Each femur with two dorsal spines. 
Tarsi and metatarsi of all legs provided dense scopulae below. Met. IV 
shorter than the total length of Tib. IV and Pat. IV. Anterior spinneret 
thicker and slightly longer than the posterior one, the both apical segments 
much shorter than the basal ones. Epigynum, resembles that of Lycosa 
atropos L. KOCH, as shown in fig. 3. 


Colour: Carapace blackish brown, with three stripes composed of white 
hairs and a thin white stripe on each side. Median furrow deep brown. 
Radial furrow with black marks becoming broader ectally and truncated at 
the outer white stripes. Cephalic part with two short black bars, as seen in 
Trochosa, between two black stripes. Chelicerae black, excepting red lateral 
condyles. Palp reddish orange, becoming darker towards the end. Chelicera, 
labium and sternum black. Legs deep brown without ring flecks. Cardiac 
pattern black and lanceorate in shape, and followed by three pairs of oblique 
black dotted lines and narrow yellowish white bands on the posterior half. 
Venter of abdomen with a large glossy black patch with two small yellow 
spots near the spinnerets. Epigynum reddish brown. 


Paratype (6). Taegu, Korea, 5-X-1958, 6, Paik Kap Yong leg. 

Total length 11.7 mm; Cephalothorax 5.7mm long, 44mm wide; Leg I 
17.1 mm, II 16.0 mm, [II 146mm, IV 20.9 mm. | 

Quite similar to the holotype in shape and colour, with the exception 
of the small body. Palp resembles that of Lycosa coelestis L. KOCH, as 
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shown in figs. 1, 2. Apical end of tarsus with several stout spines. Wi- 
thout claw. | 

Notes. This species is difficult to discriminate from L. coelestis L. Koch, 
L. atropos L. Koch and L. subcoelestis Fox by the structure of male palp, 
but it is separable from L. coelestis by the shape of the epigynum and the 
colour of the body; from L. atropos which has also similar epigynum by the 
length of posterior spinnerets being smaller than the anterior ones and by 
the ventral pattern of the abdomen; from L. subcoelestis by the colours of 
sternum (L. suzukii——black; L. subcoelestis——yellow brown) and venter of 
abdomen (L. suzukti——black; L. subcoelestts——orange), and size (L. sub- 
coelestis is much smaller). 

This species also resembles L. pia BOES. et STR., in size and colour of 
the body, but the male palp is quite different from that of the latter. 

Though this species may be placed in various genera according to dif- 
ferent keys by different authors. i.e. Hogna (ROEWER: 1958), Lycosa (KASTON : 
1948) and Tarentula (LOCKET & MILLIDGE: 1951), the present author prefers 


to put in Lycosa in many characteristics. 


Distribution. Honshu (Yamagata Pref., Saitama Pref., Tokyo Pref., Nagano 
Pref., Okayama Pref.), Kyushu (Oita Pref.) and Taegu, Korea. 

Type specimens are preserved in a collection of the Arachnological So- 
ciety of East Asia (Osaka, Japan). 3 


スズ キ コ モリ グモ の 近 縁 種 


1. Lycosa coelestis L. KocH, 1877 ハラ クロ コモ リグ モ 

大 形 で ある こと , 腹面 の 黒い こと の ほか 雄 の 触 肢 の 構造 が 極め て 酷似 し て いる 。 触 肢 の み の 比 較 
で は あま り に ゃ 人 微小 な 差 な の で 同種 と 判断 する 可能 性 は 十分 に ある 。 し か し , 体 色 や 斑紋 は 全く 
異 っ て いる し , 外 雌 器 の 形態 が ちがっ て いる の で 区 別 で きる 。 


2. Lycosa atropos L. KocH, 1877 キュ クト ウ ュ モ リグ エモ 

日 本 及び 中 国 に 分 布 す る クモ で , Kocu の 記載 で は 明瞭 で は な い が , Fox (1935) の 中 国産 の 
L. atropos の 記述 や 図 に よれ ば 外 雌 融 の 形態 が 似 て お り , さら に 雄 の 記載 で は 触 肢 の 形態 が , 上 
記 coelestis, subcoelestis と 区 別 し 難 い ほ ど 似 て いる と ある 点 か ら , スズ キュ モリ グモ の 触 肢 も 
atropos に 似 て いる こと が 考え られ る 。 し か し , 体 の 大 き さ や , 腹部 背面 腹面 の 斑紋 が ちがっ て お 
り , atropos は 前 交 よ り 著 し く 長 い 後 交 を 持っ て いる 。 斎 藤 (1939, 1941, 1959) 記載 の L. atropos 
の 外 雌 器 な ら び に 全 形 背面 図 で は 類似 性 は まっ た く 見 られ な い 。 
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3. Lycosa pia Boks. et STR., 1906 ム ナ グロ オオ コモ リグ モ 
本 報 の 最初 に 記 し た 如く 体 の 大 き さ , FIRM BBs CW AMA DS, 雄 の 触 肢 の 構造 は まっ た 
く 異 っ て いる L. pia に は 歩 脚 に 明瞭 な 輪 紋 が ある 。 


4. Lycosa subcoelestis Fox, 1935. 

筆者 は 標本 を 見 て いな い が , Fox (1987) に よれ ば , AMO A の 触 肢 も L. atropos や L. 
coelestis に 似 て いる と いう と ころ か ら , スズ キ コ モリ グモ の ひ の 触 肢 も 似 て いる こと が 考え られ る 。 
し か し L. subcoelestis の 記載 に よれ ば L. coelestis より 小形 で ある し , 胸板 は 淡 褐 色 , 腹部 下 
面 は 椅 色 で ある な どの 点 で まっ た く 異 な っ て いる 。 


スズ キ コ モリ グモ の 所 属す る 属 


ュ モ リグ モ 科 は 学者 に より 標 徴 の と り 方 や 重視 度 に より 同じ 種 が , 種々 の 異 っ た 属 に 取扱 われ る 
こと が 多く , 未だ に 自然 分 類 に お ける 属 の 標 徴 が 確立 し て いな い 。 従 っ て スズ キュ モリ グモ ゃ 人 に 
より 属 を 異 に する こと が 考え られ る 。 

最初 の 命名 者 た る 岸田 は か な り 属 の 範囲 を 広く と っ て お り , その 見 解 か ら は Lycosa に お か れ た 
こと は 当然 で ある 。 従っ て その 後 の 報 文 も すべ て Lycosa と し て 用 いら れ て 来 た が , 属 の 検討 を し 
だ た 者 は な か っ た 。 

スズ キュ モ リグ モ を ROEWER の 検索 表 (1958) に より 属 を 求め る と Hogna 属 に 落ち る 。 また 
KAsToN (1948) の 検索 表 に よれ ば Lycosa と な る 。 Locket & MILLIDGE (1951) に よれ ば 
Tarentula と な る が , この Tarentula は KASTON ら の Lycosa に 相当 する も の で ある 。 
ROEWER の Hogna も SIMON の Lycosa を 細分 し た 一 つの 属 で ある か ら , 何れ に し て も suzukii 
は 現在 の Lycosa-Pardosa 派 の Lycosa に 沙 ち 着く 。 | 

また 雄 の 触 肢 の 構造 の ほか , 外 雌 器 の 形態 や 背 甲 の 斑紋 は Trochosa 属 の も の に ゃ 似 て お り , 
か つ , 本 種 に 近似 の L. coelestis の 染色 体 数 が Trochosa と 同じ (鈴木 , 1954) で ある な どの 点 。 
か ら , AML Trochosa に 近 縁 で あろ う 。 


分 布 


今日 まで の 採集 例 は そう 多く は な い が , 局 地 的 な が ら ゃ 日 本 に 広く 分 布 す る も の と 思わ れる 。 韓 
国 か ら も 産 す る こと か ら , か な り 分 布 は 広い も の で あろ 25。 現在 まで 発見 され て いる 地域 は 次 の 通 
り で ある 。 

山形 県 (興津 伸二 ・ 錦 三郎 ), 埼玉 県 (大 野 正男 ), 東京 都 (加藤 正 世 ・ 岸 田 久 吉 ・ 深 沢 治男 ・ 植 
MAA + BIBI), 長野 県 (小松 敏宏 ・ 片 桐 [鈴木 〕 三樹 ・ 千 国安 之 輔 ), 岡山 県 (西川 喜朗 ), 大 
分 県 (佐藤 真一 ), 韓国 (APH). 

長野 ・ 東 京 で は 減少 の 傾向 に ある と か 。 


22 八木 治 健 夫 
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